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北投温泉「加賀屋」で湯浴み中は、かなり激しい雨

だったそうだ。加賀屋を出発する時は、雨は上がり、

曇天に。一行は、民芸品やお土産をショッピング後、

夕食のレストランへ。今日の料理は台湾料理。

お腹も膨らみ上下の瞼が仲良くなりかけたが、夜の

観光、台北ランタンフェスティバルへ。

会場は、台北市北部の圓山公園。このランタンフェ

スティバルは春節（中国の正月）後の、最初の満月を

圓山公園入り口のランタン

祝う行事で台湾各地で開催されメイン会場は各都市

の持ち回り。開催期間は４日間。

圓山公園のメインランタンのショー
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このランタン祭りは、日本で言えば「ねぶた祭り」

に相当するそうだ。「ねぶた」との違いは、「ねぶた」

は台車に乗って移動するが、台湾のランタンは定置式

で移動できないことだと言う。

歴史を反映したランタン

圓山駅の近くには屋外ステージが設置され大勢の観

客で賑わっていた。ステージに近づいて見ると、耳な

れた音楽が聞こえて来るではないか。、耳を澄ませて

聞いてみれば日本の演歌だ。言葉は中国語だが曲は日

本の演歌だったのだ。

日本の演歌を歌う台湾の歌手

日本の演歌が台湾でこんなに愛されているとは想像

しなかった。今日も心配された雨は、入浴中に過ぎ去

り（私は晴れ女と自称する岩瀬さんの御利益？）、ラ

ンタンフェスティバルを存分に楽しんだ。

しかし、この時、日本は激しい暴風雪に見舞われ

ているとは誰も予期しなかった。


